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本手引について 

新型コロナウイルス感染症の流行は、未だ終息が見えない状況が続いてい

ます。こうした状況下において、従来どおりの方法で避難所を開設・運営す

ると、避難所内で集団感染の発生を招くおそれがあります。 

本手引は、「豊田市避難所運営マニュアル」に付随し、新型コロナウイルス

感染症の感染拡大を防止するために必要な対策や動きをまとめたものです。 

避難所運営の基本的な体制は、「豊田市避難所運営マニュアル」をベースと

しつつ、新型コロナウイルス感染症流行下においては、本手引を活用し、感

染症対策に配慮した運営を行っていただくようお願いします。 

 なお、本手引は、新型コロナウイルス感染症の新たな知見等を踏まえて、

より実効性を高められるよう随時見直しを行います。 
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避難所の感染症対策用物品    
全ての避難所に、以下の感染症対策用物品を備蓄。 

品目 数量 備考 

非接触型体温計 1 個 避難者検温用 

マスク 1,500 枚 避難者用 

消毒液 10.4 ㍑ 
避難者消毒用・新型次亜塩素酸ナトリウム単一製剤 

次亜塩素酸ナトリウム 200PPｍ 希釈不要 

消毒液用ボトル 2 本 避難者消毒用 

除菌シート 100 袋 避難者消毒用 

フェイスシールド 3０枚 避難所運営担当者用（受付、誘導、健康管理を行う者） 

レインコート 4 着 感染防止衣として 

感染防止衣セット 10 組 避難所運営担当者用 

ゴム手袋 1,000 枚 避難所運営担当者用 

ゴミ袋 100 枚 避難所運営用 

掲示用チラシ ３枚 手洗い・咳エチケット啓発用 

補助物品（密集・密接回避のためのゾーニング等で用いるもの） 

品目 数量 備考 

養生テープ 2 巻 ゾーニング、チラシ等貼付用 

スケール １個 ゾーニング、距離計測用 

ポリ袋 300 枚 衣類、靴等収納用 

マットレス 6 枚 市全体で 1,000 枚備蓄 必要に応じて輸送 

アルミござ 30 枚 市全体で 4,400 枚程度を備蓄 必要に応じて輸送 

毛布 20 枚 市全体で 24,500 枚程度を備蓄 必要に応じて輸送 

エアーマット 0 枚 市全体で 1,300 枚程度を備蓄 必要に応じて輸送 

キャンプ用テント 0 基 市全体で 150 基程度を備蓄 必要に応じて輸送 

段ボール間仕切り 0 室 市全体で 1,600 室程度を備蓄 必要に応じて輸送 

段ボールベッド 0 台 市全体で 500 台程度を備蓄 必要に応じて輸送 

更衣室 ０台 市全体で 110 室程度を備蓄 必要に応じて輸送 

※数量は避難所一か所あたりの備蓄数を記載 

※避難所によっては、保管スペースの規模の都合上、上記と数量が異なる場合があります。 
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避難所開設時の対応               

まずは、避難所運営に携わるみなさん自身の体調管理と感染症防止にくれ

ぐれも配慮してください。 

限られた物資や施設環境の中での運営となるため、本手引に記載のとおり

行えない場合は、新型コロナウイルス感染症に関する一般的な知見に基づき、

臨機応変に判断いただくようお願いします。 

 

１ 避難所運営担当者の感染予防対策の徹底 

□ 避難所の運営に携わる者は、業務開始前に自身の体温の計測をはじめ、

体調のチェックを実施する。 

□ 避難所開設中は、定期的な体温測定や体調の把握、消毒の適宜実施等、

感染症予防に努める。 

※避難所閉鎖後も体温の測定や体調チェックは定期的に実施する。 

□ 受付業務を開始する前に感染症対策用物品による消毒、着装を徹底する。 

 

 

 □ 着装用の物品は数量が限られるため、運営に携わる者同士で物品を交互

に用いる場合は、都度消毒を行う。 

 

２ 避難スペースの事前準備 

□ 避難スペース内の窓を開けるなどし、空気が滞留しないようにする。 

※対角線上にある窓を２か所開けるとより効果的。 

□ 避難スペース内に、手洗い・咳エチケット徹底の啓発チラシを貼付する。 

□ 12 ページの『避難スペース レイアウト様式』を活用し、避難スペース

を区画分けし、受付担当者用と掲示用の２部を作成し、掲示用のものは

避難スペースの入口付近に貼付する。 

□ 高齢者や障がい者などの要配慮者用に、なるべく環境の良いスペース

（身動きがとりやすい、トイレに近いなど）を確保しておく。 

・マスク ・次亜塩素酸消毒液 ・フェイスシールド ・レインコート  

・感染防止衣 ・ゴム手袋 
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受付・健康チェック時の対応      

風水害などで、緊急避難場所として開設する場合と、大規模地震の発生な

どにより避難所として開設する場合では、避難者数や運営体制が大きく異な

ることが予想されます。緊急避難場所の場合、開設期間は概ね一晩、長くて

も１～２日程度で、避難者も比較的少人数が見込まれる一方、避難所の場合

は、開設期間の長期化や避難者数が増えることが見込まれます。 

したがって、避難所運営班の職員だけで運営することは極めて困難です。

避難者の状況に応じて、地域の自治組織（自治区、自主防災会）や施設管理

者、避難者に協力を依頼しながら、全体のコントロールをお願いします。 

 

1 避難者の受付場所の設置 

□ 下の図を参考に、避難スペースの出入口付近の屋外（軒下）に受付を設

置する。 

※地震発生時は、グラウンドなど建物から離れた場所に設置する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 避難者の列が、密接しないよう、養生テープを用いて１メートル（十分

な広さがある場合は２メートル）程度の間隔でマーキングを行う。 

□ 受付用の机に体温計と消毒液を準備する。 

□ 避難者名簿の記載台を「一般用」と「体調不良者用」の２か所用意する。 
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□ 受付と一般用の名簿記載台に「避難者名簿」（防災倉庫に 500 枚あり）

を用意する。 

□ マスクは列の後方（目の届く範囲）に配置し、未着用の避難者に着用を

促す。 

□ 受付前の手洗いを促す。 

□ 開設当初は、避難所運営班の１名が受付・健康チェックを、もう１名は

誘導・受付補助を行う。 

 

２ 避難者の受付・健康チェックの実施 

□ 避難者が来たら世帯単位で受付を行う。 

□ 避難者に手指消毒を依頼する。 

□ 避難者の体温を計測する。 

  ・髪を手で掻き上げてもらい、額の中央辺りで計測する。 

・１～３センチほど離して計測する。 

 □ 避難者の体調について聞き取りを行う。 

※聞き取り項目については、13 ページの『健康チェックリスト』を参照。 

※避難者のプライバシーやコロナハラスメント防止に配慮し、周りの避難

者の状況などに応じて、チェックリストを掲示し、「該当する項目はあ

りますか？」といった聞き方や指差しなどによる確認を心掛ける。 

 □ 体調不良者とするか否かを判断する。 

※以下に該当する場合、体調不良者とする 

   

 

 

   

 □ 体調不良者に対しては、避難者名簿の裏面「避難所利用者詳細」の「特

に配慮が必要なこと」欄に、計測した体温や聞き取った体調について受

付で記入（14 ページの記入例参照）した上で、体調不良者用の避難者

名簿記載台に案内する。 

□ 体調不良者としない避難者は、一般の避難者名簿記載台に案内する。 

・体温計測で発熱※がある  または、 

・健康チェックリストのいずれかに該当する 

※３７.５℃を目安に平熱の聞き取りなどにより総合的に判断する。 
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一般の避難者への対応               

健康な方（新型コロナウイルス感染症の可能性が低いと見込まれる方含む）

は一般の避難スペースに滞在してもらいます。ただし、一般の避難スペース

と言っても、３密回避を徹底し、感染防止に最大限配慮します。 

また、一般の避難者には、高齢者や障がい者等の要配慮者も含まれます。 

 

1 避難者名簿の記入 

□ 一般の避難者用の記載台で、避難者名簿を記入してもらう。 

※世帯単位で記入。 

 

２ 滞在場所の決定 

□ 3 ページの事前準備で作成した、避難スペースを区画分けしたものをも

とに、避難者（世帯）が滞在する場所（区画）を決める。 

□ 避難者名簿の「滞在を希望する場所」欄の「□避難所」の後に（ ）を

追記し、避難スペースの区画番号を記入する。（14ページの記入例参照） 

□ 高齢者や障がい者など要配慮者は、予め確保した、要配慮者用スペース

を割り当てる。 

□ 入口付近に掲示したレイアウト用紙を参考に移動してもらう。 

※避難者が少なく手が空いている場合は、付き添って誘導する。 

 □ 入室前に手洗いを促す。 

 

３ 健康管理 

□ 手洗い消毒や咳エチケットの徹底など、感染症予防の留意事項を伝える。 

□ 定期的（少なくとも１日１回）に、体温計測と健康チェックを実施する。 

※体温計を持参している方は、自身での計測と申告を依頼する。 

※食料の配給と合わせるなどして、順番に受付等に来てもらう。 

□ 5 ページの体調不良者の要件に該当した場合は、以降、体調不良者とし

て取り扱う。 

※滞在していた区画周辺は、消毒を行う。 
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体調不良者への対応                

新型コロナウイルス感染症が疑われる症状のある避難者は、一般の避難者

とは滞在場所や動線を区別します。ただし、感染者と決まったわけではない

ため、差別対応やコロナハラスメントにつながらないよう配慮が必要です。 

 

1 避難者名簿の記入 

□ 体調不良者用の記載台で、受付で渡した避難者名簿を記入してもらう。 

※世帯単位で記入。 

※体調により自筆困難な場合は、聞き取り等により代筆する。 

□ 新型コロナウイルス感染症患者の濃厚接触者及び明らかに体調が悪く

新型コロナウイルス感染症が疑われる症状であった場合は、速やかに災

害対策本部に連絡し指示を仰ぐ。 

□ 意識や呼吸が弱い場合等は、１１９番通報する。 

  

２ 滞在場所の決定 

□ 使用可能な教室等を示した避難所施設の見取図（各避難所に配付予定）

を参考に、体調不良者を滞在させる専用スペースを決定する。 

 ※専用スペースは世帯単位で割り当てる。 

□ 避難者名簿の「滞在を希望する場所」欄の「□避難所」の後ろに（ ）

を追記し、割り当てた専用スペースの部屋名（教室名等）を記入する。

（14 ページの記入例参照） 

□ 決定した専用スペースに誘導する。 

※なるべく密接状態とならないように誘導する。 

 □ 入室前に手洗いを促す。 

□ トイレや手洗い場等についても一般の避難者と別に指定し案内する。 
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３ 健康管理 

□ 手洗い消毒や咳エチケットの徹底など、感染症予防の留意事項を伝える。 

□ 定期的（１日３回程度）に、体温計測と健康チェックを実施する。 

 ※特に高齢者などの要配慮者は重症化しやすいため注意する。 

※体調チェックはなるべく配給のタイミング等と合わせる。 

 □ 体温や体調の経過について、避難者名簿に記録を取っていく。 

□ 食事等の配給は、一般の避難者の動線と重ならない場所を指定して取り

に来てもらうか、専用スペースの前まで持参する。 

□ 体調急変時の連絡方法を決めておく。 

 ※避難所施設や地区対策班の交流館の連絡先電話番号を伝える、携帯電話

を所持していない場合、張り紙やカーテンを全開にするなど。 

□ 病状が悪化し、新型コロナウイルス感染症が疑われる場合は、災害対策

本部に連絡する。 

□ 意識や呼吸がない場合等は、１１９番通報する。 

□ 体調不良者が増え、専用スペースが不足する場合は、ダンボール間仕切

りやキャンプ用テントを使って専用スペースを確保する。 

※地区対策班にファックスでゾーニング用資機材の輸送を要請する。 

 □ 保健師の巡回時に、健康状態についての情報提供や相談を行う。 

 □ 保健師の指導に基づき、衛生環境の維持・改善に努める。 
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車中泊希望者への対応             

新型コロナウイルス感染症への感染を心配して、車中泊避難を希望する避

難者がいることが予想されます。他の避難者と同様に、受付と健康チェック

を行ってください。エコノミークラス症候群対策など、車中泊をする上での

注意点について呼びかけましょう。 

 

1 避難者名簿の記入 

□ 希望する避難者が体調不良者であれば体調不良者用の記載台で、それ以

外であれば一般用の記載台で避難者名簿を記入してもらう。（世帯単位） 

□ 体調不良者は、体温や病状等について、名簿裏面の「避難所利用者詳細」

の「特に配慮が必要なこと」欄に記入する。（14 ページの記入例参照） 

 

２ 滞在場所（駐車スペース）の決定 

□ 避難者が少なければ、施設の駐車場の中で指定する。 

 ※状況に応じて、駐車スペースが変更となる可能性がある旨を伝える。 

□ 避難所の施設管理者がいれば、グラウンド等への駐車について協議する。 

□ 避難者名簿の「滞在を希望する場所」欄の「□車両」の後ろに、割り当

てた駐車スペースのなるべく詳しい位置と車のナンバーを記入する。 

 

３ 注意喚起 

□ 車中泊をする上での注意点について説明する。 

・エコノミークラス症候群対策をはじめ、体調管理に留意すること。 

・排気ガスによる健康被害を防ぐため、エンジンをかけたままにしない。 

・車内は、夏は非常に高温に、冬は非常に低温になるため、車内環境に気

を付ける。 

・バッテリーが上がらないように気を付ける。 

・車を離れるときは車上狙いに遭わないよう、必ず施錠する。 
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避難スペースのレイアウトについて 

密集・密接を避けるため、従来とは異なるレイアウトが必要です。 

段ボール間仕切りや段ボールベッドなど、大型の資機材は当初から避難所

に用意がないため、養生テープなどを活用したゾーニングが必要です。 

 

1 避難スペースのゾーニング 

□ 15 ページの「避難スペースレイアウト案」を参考に、避難者（世帯）

同士の間隔が２メートル以上空くように配置する。 

※防災倉庫内にあるアルミござの長さが２メートルなので参考にする。 

□ 避難者が増えてきたら、適切に密集を回避するため、養生テープを貼っ

たり、マットレスやアルミござを配置するなどして分かりやすく示す。 

※ただし、マットレスやアルミござは、高齢者や障がい者等の要配慮者に

優先的に配付する。 

□ 避難者が増え、２メートルの距離の確保が困難になってきたら、ダンボ

ール間仕切り等、ゾーニング用の資機材の活用や、他の避難所への誘導

が必要となるため、災害対策本部に相談する。 

 

２ ゾーニング用資機材の設営 

□ 段ボール間仕切りの組み立て方法は、16 ページを参照。 

□ ダンボールベッドの組み立て方法は、17 ページを参照。 

□ キャンプ用テントの組み立て方法は、18 ページを参照。 

 

３ 身近にあるものの活用 

□ 19 ページの「ダンボールを使ったパーテーションの作成方法」を参照。 

 

４ 良好な環境の確保 
□ 避難スペースの換気は、常時若しくはこまめ(１時間に２回程度)に行う。 

□ 施設にある備品（冷風扇等）を活用し、暑さ寒さ対策に努める。 
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消毒・清掃について               

新型コロナウイルスは「接触」か「飛沫」により感染します。感染予防に

は、ウイルスを含む飛沫やウイルスの付着した手などが、目・鼻・口の粘膜

と接触することを防ぐことが重要なポイントとなります。 

 

1 こまめな消毒 

□ 受付時に避難者が使用した筆記用具、受付台等は使用毎に消毒を行う。 

□ 多数の者が触れる個所は、定期的（少なくとも１時間に１回程度）に、

消毒を実施する。 

 

２ 消毒方法 

□ 必ず感染症対策用物品を着装したまま消毒を行う。 

□ 備蓄された次亜塩素酸消毒液入りの消毒液用ボトルを使用し、消毒する

場所に噴霧し、アルコールティッシュ等で一方向へ拭き取る。 

※備蓄している消毒液は、噴霧すると極めて短い時間で菌やウイルスを除

菌する。 

 □ 消毒に用いたティッシュ等は、すぐにゴミ袋に入れて密封する。 

□ 消毒後は必ず手を洗う。 

 

３ 施設内の消毒場所 

□ ドアノブ、手すり、照明のスイッチ、トイレのふた、椅子、机など 

 □ 万一備蓄品以外の消毒剤を使用する場合は、製品に記載されている「使

用上の注意」をよく読んでから使用する。 

 

４ 避難所閉鎖時の清掃と消毒について 

□ 消毒を始める前に、換気を継続しながらゴミやホコリを取る清掃を行う。 

 □ 消毒方法は上記の２と同様に、消毒場所は上記の３に加えて避難スペー

スの床や壁などについても、可能な範囲で消毒を実施する。  
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健康チェックリスト 

 

 

  

 

● 強い味覚・嗅覚障害がある 
 

● 強い息苦しさ(呼吸困難)の症状がある 
 
 

● 強いだるさ（倦怠感）の症状がある 
 
 

● ひどい咳など重い風邪の症状がある 
 
 

● ひどい下痢や吐き気がある 
 
 

● 新型コロナウイルス感染症患者の濃厚

接触者又は海外からの入国者であり、

健康観察期間（２週間）を終了してい

ない 
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息苦しさあり 
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豊田市避難所運営マニュアル（別冊） 

 

新型コロナウイルス感染症流行下における避難所運営の手引 

 

令和２年１２月一部改訂 

 

 

●製 作  豊田市地域振興部市民安全室防災対策課 

●問合せ  豊田市地域振興部市民安全室防災対策課 

〒４７１－８５０１ 

         豊田市西町３丁目６０番地 

         電話：０５６５－３４－６７５０ 

         FAX：０５６５－３４－６０４８ 

E-mail：bousai@city.toyota.aichi.jp 

  

 


